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【手続補正書】
【提出日】平成24年11月14日(2012.11.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　冷媒及び冷凍機用潤滑油組成物を含む冷凍機用の組成物であって、
　前記冷媒が、下記の分子式（Ａ）
　　ＣpＯqＦrＲs　　　　　・・・（Ａ）
［式中、ＲはＨを示し、ｐは２～６、ｑは０、ｒは１～１２、ｓは０～１１の整数であり
、分子中に炭素－炭素不飽和結合を１以上有する。］
で表される化合物から選ばれる少なくとも１種の不飽和フッ化炭化水素化合物と飽和フッ
化炭化水素化合物との組合せからなり、
　前記不飽和フッ化炭化水素化合物と飽和フッ化炭化水素化合物との組合せにおける該飽
和フッ化炭化水素化合物の配合量が冷媒全量に基づき３０質量％以下であり、



(2) JP 2012-251170 A5 2013.2.7

　前記冷凍機用潤滑油組成物が、基油として、ポリプロピレングリコールジメチルエーテ
ル、ポリオキシエチレンポリオキシプロピレングリコールジメチルエーテル、ポリプロピ
レングリコールメチルノニルフェニルエーテル、ポリプロピレングリコールジオクチルエ
ーテル、ポリエチルビニルエーテル、ポリエチルビニルエーテルとポリイソブチルビニル
エーテルとの共重合体、ポリプロピレングリコールとポリエチルビニルエーテルとの共重
合体、ポリエチレングリコールとポリエチルビニルエーテルとの共重合体及びペンタエリ
スリトールオクタン酸ノナン酸エステルから選ばれる少なくとも１種の含酸素化合物を主
成分として含むものを用いたことを特徴とする冷凍機用の組成物。
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